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上述の通り、高等中學校は、明治十九年四月十日の勅令を以て出現し、第一及び第三の高等中學は既存のもの
を改め、第一一・第四及び第五医には新設すること学なった。然るに第一一厘に於ける仙臺は、本來同地方文化の中
心を爲して居った關係上、殆ど決定的のものであるが、残る第四・第五の雨厘に於て、何虚に高等中學校を設置
すべきであるかは、大いに考慮を要する所であり、中に就いて、・九州地方が最も困難を感じたものらしい。是に
於てか森子は、十九年十一一月一一十五日より、九州諸縣及京都府學事覗察の爲に出張し、翌年十月十九日には、石
川縣地方學事巡覗として出張を爲し、到る虚の地方長官、地方有力者、竝に學校當路者と面接して、改革の主旨
や抱懐せる意圖を明かにすると共に、地方の事情なり希望なりに注意深く耳を傾けたのであるが、石川縣の如き
は、縣下有志者相謀り、同月一一十五日金澤来着の森子を金澤勧業博物館に招待し、記念のため、「エンサィクロ。ヘ
ヂャ・プリクニカ」一部を第四高等中學校に寄附したくらゐである。（明治一一十年十一月一一十六日官報）
長崎は支那にも近く、又西舶の往来も繋ぐ、從って常に九州に於ける文明の先駆を爲し、幕府直轄の明倫堂
が、最も早く此地に設けられ、大村の五教館之に次ぎ、熊本の時習館は第一一一位であった。且叉、明治五年の學制
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第一厘東京府、榊奈川縣、埼玉縣、千葉縣、茨城縣、群馬縣、栃木縣、愛知縣。靜岡縣、山梨縣、長野縣
第一一厘宮城縣、幅島縣、岩手縣、青森縣、山形縣、秋田縣
第一一一厘京都府、大阪府、兵庫縣、奈良縣、（一一十年文部省告示第十一一読ヲ以テ本厘中兵庫縣ノ下へ「奈良縣」
ノ一一一字ヲ追加ス）三重縣、滋賀縣、岐阜縣、鳥取縣、島根縣、岡山縣、贋島縣、山口縣、和歌山縣、穂島
縣、香川縣、（二十一年文部省告示第十一號ヲ以テ本匠中穂島縣ノ下へ「香川縣」ノ一一一字ヲ追加ス）愛媛縣
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
四
○
第五催高等中學校ノ各學科ノ程度左ノ如シ（二十一年七月省令第六號ヲ以テ本條改正）
國語及漢文（漢字交リ文及漢文ノ講讃、作文）、第一外國語（講讃、會話、作文・翻諜）、第一一外國語（前項一一
同シ）、羅旬語（文法、講讃）、地理（政治地理）、歴史（希臘、羅馬、燭、佛、英、米ノ歴史）、數學（平面解析
幾何、立鵠解析幾何ノ初歩、方程式論大意Ｄ微分⑪積分）、動物及植物（欝科動植物學及人鵠解剖學）、地質
及鑛物（大意）、物理（理論及實鹸）、化學（無機化學、有機化學、理論．實駿及分析）、天文（初歩）、理財學
（大意）、法學通論（大意）、哲學（心理及論理）、圖薔（書法幾何及用器書法）、力學（運動學及分子固鵠液龍ノ
カ學）、測量（理論及實地演習）、艦操（兵式鵠操）
●文部省告示第三號（明治十九年十一月一一一十日）
勅令第十五號中學校令第四條一一基キ高等中學校ノ設置厘域ヲ定ムルコト左ノ如シ
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等中學校と瀞せられたものである。
熊本鎭臺（二十一年五月第六師團と改稀）が熊本に置かれたことは、此の地が九州の中央に位してゐると云ふ
事が、主なる理由の一つではあったらう。・さりながら、地の利は必ずしも唯一の理由とは申されぬ。教育も亦同
様で文教の歴史と美俗の傳統とに依る環境が最も緊要である。この意味に於て、由来熊本の地には、阿蘇。菊
池一一氏の文教があり、加藤氏の流風があり、細川氏の餘韻が傭然として存して居り、學府としては、遠く遡れば
古昔の太宰府に亜ざ、殊に徳川時代、關西第一を以て穏せられてゐたことは、鑪井南冥の肥後物語にも傭に記さ
れ、鹿兒島の進士鮪も、佐賀の成章館も、柳川の傳習館も、白河の立教館も、會津の日新館も、津山の學問所
も、彦根の稽古飴も、小濱の順造館も、掛川の教養鮪も、水戸の弘道館も、直接間接時習館の影響を被って居
り、或は又、越前の松平春嶽に於ける横井小楠の如きも亦同じである。森子の所謂肚會上流に立つべき人物を養
成するには、大藤にして而も良風張る熊本の地が、地理的にも、歴史的にも、その條件を具備してゐる鮎に於
て、森子の意圖に合致する所があったことは推測することが出来る。
森子のみの意見ではないが、時俗動もすれば華美に流れ、剛健質實の風地を桃はんとするの際、地方有爲の青
年が、相鍾いで東都に赴いて、知らず識らずの間に悪化することは、國家杜會の爲に最も愛ふべき事であり、又、
之を経濟的に考へても、寒心に堪へい次第でもある。こ鴬に高等中學校地方設置の必要峡くべからざるものがあ
ることは、識者の齊しく考へたことである。
今その一例を示せば、明治一一十年十月十一日の官報に、’１畢生借財考慮分方」の見出しの下に、
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
四三
第一章九州に於ける最高學府等中學校の創立
四二
頒布當時に於ても、前述の如く全國八大學厘の一と定め、廣蓮館を第六大學厘長崎第一番中學、醤學校を第六大
學睡長崎醤學校と改稀せられて居り、明治七年には、九州に於ける師範學校の囑矢を爲してゐる程で假令第五
歴の高等中學校を長崎に置くとしても、誰も異論は無かった筈である。然ろにも拘らず、之を熊本に置くことに
決定するまでには、相當の経緯がなければならぬ。即ち第四医に於て、新潟を避けて金澤を選んだのと、同工異
曲ではあっても、森文相の先見と熟慮と英断とに依るのは疑ふくからざることであらう。森文部大臣は、長崎よ
り佐賀を経二一十年一月十五日、山鹿發着熊、手取本町の蓄積翠園に投宿し、十七日午後、鎭臺を巡硯し、同
夜、一旦苧に於て、縣鵬諸會耐有志者の懇親會を開きて饗應し、一一十日、一一一角港より乗船して鹿兒島に向ひ、一一
刈十九日、島原より百貰石を経て、再び積翠園に投宿、大分に向け出發の趣であった。而して一月一一十一一日の紫
漠新報には、「森文部大臣の九州巡覗は吾人の望を鴎する所なり」の題下に、「今回同大臣が九州巡覗も吾人が所見
を以てすれば九州に於ける高等中學地位實駿の事なるべしと信ずるなり云々」と記して居り、一一月一日のには、
「高等中學校地面測量」の見出しの下に、「兼て高等中學校建設の地面となるべき筈の腫内赤尾口の地は昨今測
量
中
な
り
」
と
あ
り
、
四
日
に
は
之
を
取
消
し
て
ゐ
る
。
此の如くにして、高等中學校設置医域第一一厘内が、明治十九年十一一月九日仙臺に、篦四厘内が十一月三十日金
澤に決定し、一一十年四月十八日、文部省告示第一一一號を以て、夫々第一一・第四高等中學と稗せられたが、本校は同
一一十年四月十五日、．即ち其の一一一日前、文部省告示第一一號を以て漸く熊本と定まり、並に愈坦五月十日より臨時縣
會を開いて、「自明拾一一十年度至同一一十一年度高等中學校建築諸費支出ノ件１－を附議し、五月一一一十日を以て第五高
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四
帝國大學二於テハ各分科大學々生及研究生ニシテ不必要ノ借財ヲ爲シ若シクハ漫二他人ノ物品ヲ使用スル所行
アル者、借財若クハ物品使用一一付キ返辨ノ督促ヲ受クル者、及同上ノ事項一一付キ訴訟セラル、者ハ皆ナ品行不
良一一鴎スル過失トシテ之ヲ虚分シ右ノ過失アル者ハ卒業ノ際右辨償ヲ経へダル上ニアラサレハ卒業證書ヲ授與
セサルモノト定〆クリ（文部省）
とあるのは、一斑以て至豹を知るに足るものであらう。
ともあれ古き歴史と力ある傳統とを忽にしては、教育も文化も榮えるものでないとすれば、結果から推して考
へて見ても、此の地熊本に高等中學校を設けたことは、軍に之を文化の地方的普及からばかりでなく、國家的有
意義の企圖であったのである。現代に於ける高等學校は、形式的には兎も角として事實上は官立大學の豫科た
るの観があり、各地方に縮合大學・軍科大學・各種の専門學校等があるので、取り立てて云ふほどのことでもな
いが、當時に在りては、名實共に地方の最高學府であっただけ、一層重大意義を有して居ったわけである。
既記の如く、本校は明治一一十年四月十五日を以て、第五厘高等中學校の位置を熊本と定められ、同年五月一一一十
日を以て、第五高等中學校の名穏が出来、六月四日、第一高等中學校長兼高等師範學校幹事野村彦四郎氏が學校
長に任命せられ、絃に始めて本校の形式が成立った次第であるが、第一一・第一一一・第四の各高等學校と同じく、建
設の費用は、當該地方の寄附に依ること勿論である。而して其の設立費總額拾萬圓も、當時小學授業生の俸給
が、高等科九回以下四回以上、尋常科六圓以下一一一圓以上、一一十年一月一一十一一日、米穀一石熊本市一一一軒町四圓七十
銭、同四月一一十九日、雛肉百日十一一一銭、難卵一筒九厘、同一目十一一一日、牛肉上肉一斤八銭、下肉五銭等から考へ
かくして創設費の出所は定まり、文部當局の意向も決して愈旦熊本に置かれることになると、次に來るべき
問題は、敷地の選定である。其の頃の紫漠新報や熊本新聞等に依れば、京町宇土小路・飽田郡小峰及び島崎村。
託麻郡水前寺近傍の一本樋・上立田村一一フ宮近傍・玉名郡築地村等近くの候補地があって、夫を運動したものら
しく、六月一一十一日着熊の野村校長も、一一十七日には、川上覗學官と共に、島崎・宇土小路等を見分したのを手
始として、其の後も各地を巡覗し、山口技師も八月七日着熊、八日より九日まで各地を巡覗したが、其の何れも
好適の地としての確信を得す、八月八日よりの相談會に於て、學校側より参集の人々に對して充分の検討を希
望したほどであり、現在の敷地の如きは、蕊に森文部大臣もそれとなく一見し、秘密裡に之が踏査研究を進めた
ものらしく、十月下旬を以て漸く決定を見るに至ったものの如くである。
今日から五十年前のことを考へて見れば、他の何れの高等中學校に較べても、より魔き地域を龍山白水の間に
見出してくれたものであると、唯々感謝措く龍はざるものがある。否そればかりでなく、五高等中學校の中、一一
四五・
第一章九州に於ける最高學府第五高等中學校の創立
ると、熊本縣としては相當の負擴となるわけであれば、細川侯・縣當局・縣會議員竝に地方有志者の理會と努力
とが奥って力あることは一一一一戸ふまでもない。即ち、八萬圓を縣會の議決に依って地方税より支出し、（六萬圓は一一十
年度、一一萬圓は一一十一年度）｜萬圓を蕾藩主細川護久侯より、（熊本縣艤所蔵學校寄附金表に從へば、明治一一十年
十月六日付寄附金願出）残りの一萬圓を地方有志の寄附に依ったものである。（明治一一十一年熊本縣公文類纂第八
類雑件第五高等中學校寄附金納附簿に擦れば、一一十一年十月一一十六日より、一一十一一一年十月一一十六日までに納附、
個人別不明。）
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尋
常
中
學
校
長
猪
飼
臓
次
郎
、
同
縣
囲
吉
谷
龍
夫
、
同
常
置
委
員
（
議
長
）
志
波
三
九
郎
、
同
朝
長
伍
三
（
記
録
順
）
の
諸
氏
の
参
集
を
得
て
、
相
談
會
を
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
、
學
校
よ
り
褐
出
せ
る
「
御
相
談
ノ
件
Ｌ
な
る
も
の
が
存
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
｜
、
第
五
高
等
中
學
校
學
科
程
度
及
教
科
用
書
ハ
務
メ
テ
第
一
高
等
中
學
校
卜
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
ス
故
一
一
當
校
屋
域
内
尋
常
中
學
校
第
三
年
級
以
上
モ
亦
杁
當
校
豫
科
學
科
ノ
程
度
及
教
科
用
書
等
同
一
ナ
ラ
シ
メ
ハ
將
來
各
尋
常
中
學
ヨ
リ
當
校
へ
無
試
駿
一
一
一
フ
卿
學
ス
ル
ノ
便
ヲ
得
へ
シ
依
テ
漸
次
其
運
一
一
相
成
候
様
致
度
右
資
地
上
ノ
御
意
見
如
何
第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
筏
の
創
立
四
七
鳴
呼
、
恩
へ
は
多
年
⑰
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
に
來
ｂ
墨
く
る
者
に
し
て
、
執
か
胸
中
無
限
の
光
榮
と
感
激
と
を
有
し
な
か
っ
た
人
が
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
光
榮
感
激
こ
そ
、
無
形
の
校
風
と
も
な
り
，
校
規
と
も
な
っ
て
、
後
進
を
鞍
燵
し
誘
披
し
つ
夢
あ
る
で
は
な
い
か
。
國
大
に
し
て
賢
材
多
き
が
如
く
、
校
廣
く
し
て
人
物
の
叢
出
せ
る
、
亦
宜
な
ら
か
や
で
あ
る
。
幅
を
味
っ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
第
一
率
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立
Ⅱ
第
四
節
入
學
・
學
科
・
程
度
等
に
關
す
る
相
談
會
ｐ
ｑ
ｑ
■
■
１
．
７
Ⅱ
．
Ｉ
■
８
０
０
ｊ
咄
Ｐ
■
▽
■
■
ｌ
Ｌ
ｑ
１
可
南葹の頃年四治明
四
六
高
も
三
高
も
心
後
年
新
設
の
大
學
の
爲
仁
校
域
を
奪
は
私
一
高
も
新
向
陵
駒
場
へ
の
移
輔
を
餘
鱗
な
く
せ
ら
れ
、
四
高
は
醤
鵠
依
然
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
校
に
比
し
て
地
域
も
其
の
半
に
達
せ
ず
、
加
ふ
る
に
市
井
の
熱
閖
を
卿
つ
の
餘
ｂ
、
新
築
移
稗
の
噂
さ
へ
あ
る
の
に
、
濁
り
吾
校
の
み
は
、
何
等
の
不
自
由
も
な
く
、
又
些
の
懸
念
も
な
く
、
白
川
の
流
と
共
に
長
へ
に
、
朝
に
は
阿
蘇
の
噴
煙
を
望
み
、
夕
に
は
金
峰
の
斜
陽
を
仰
ぎ
つ
つ
、
青
春
の
一
一
一
年
を
夢
の
間
に
逢
り
り
迎
へ
る
の
幸
